
大項目 評点 評点 学校関係者評価・意見

Ⅰ　教育理念
　　目的・目標

2.80 2.80

〇自己評価について支持する。
〇教育理念・目的は目標との整
合性がとれている。
〇ディプロマシーの達成度をルー
ブリックで評価できたことはよかっ
た。学生の理解につながる具体的
な活用についてさらに進めていく
ことが望まれる。
〇コロナ禍での学校祭・保護者会
の開催により説明できる機会が設
定できたこともよかった。

Ⅱ　教育課程

2.93 3.00

〇臨地実習指導者と教員の連携
により学生の実習環境は整備さ
れ、コロナ禍であっても質の高い
臨地実習が提供できている。ま
た、臨地実習での評価が卒業後
の入職時研修にも活用できている
ことからも学校と病院が連携し協
働できる体制が整っていると評価
できる。
〇前年度、学習進度を示すカリ
キュラムツリーが複雑化していると
指摘した点については、学生が理
解できるよう解釈を加えながら活
用することができている。
〇各教員が専門性を発揮できる
よう研修への参加、大学院での履
修など自己研鑽が行われている。

概要・今後の課題

〇教育理念、目的、ディプロマポリシー社会の要請に対応して
いるかを毎年見直し、一貫性のある教育内容であるかどうかを
検討している。昨年度ディプロマポリシーの達成度をルーブリッ
クで行うことを課題とした。今年度、取り組みを行い教務全体で
コンセンサスを得た。
〇昨年度、教育理念・目的、ディプロマポリシー等コロナ禍であ
り、保護者会等が行えず、保護者には直接周知できなかった。
今年度は学校祭を開催し、同時に保護者会、懇談会を行い説
明した。

【機密性2】　　　　　　　　　　　　令和4年度　自己評価および学校関係者評価

１．学校関係者評価　総評

自己評価に関しては、昨年度よりも4項目において評点が高かった。学校関係者評価では、さらにその評価を上回る項目もあった。教
育理念・目的・ディプロマポリシーは整合性がとれ、昨年の課題であった学生の到達度をルーブリックを用いて行い、評価基準に沿っ
た細やかな評価につながり教務全体でも合意できたことは良かった。今後さらに学生の理解が進み到達度がわかるようになるとなお良
い。コロナ禍で工夫した学校祭の開催と保護者会で教育理念や目的等を周知できたことは良かった。地域貢献活動も継続して行えて
いる。
臨地実習においては、実習指導者と教員の連携によりコロナ禍であっても学生の実習環境が確保され質の高い実習が提供できてい
る。国家試験合格目標は96.7%と届かなかったが、JCHO神戸中央病院への就職率は93.3%と大きく伸ばした。令和6年3月に閉校を迎
える中、最終学年となる学生を最後まで本校らしさを大切に育て、全員が国家試験に合格できるよう送りだしていただきたいと思う。

２．自己評価　総評

昨年度本校の学校評価の課題は以下の5点であった。
１．ディプロマポリシーから卒業時の到達度を具体的に明記し、到達度をルーブリックで評価する。
２．教育理念、目的、目標等保護者会で保護者の周知を図る。
３．実習病院との連携強化により、病院の全職員が、実習目標等を理解して指導につなげてもらえるようにする
４．地域へのボランティア活動を継続できるようにする。
５．JCHO病院への就職率80％以上、国家試験合格100％を目指す。

１，２，４に関しては今年度取り組むことができたため、継続していく。
３に関しては、コロナ禍の状況下、臨地の学生指導者が兼務になったこともあるが、患者の担当看護師と担当教員が連携し、学生指導
にあたることができた。今後も学生の学習効果をあげるために看護師と連携していくことが必要である。
５．に関しては、国家試験の合格率は既卒者1名含み31名中30名合格した。全国の国家試験の合格率は90.8％であり、本校は96.7％
であった。(既卒者含み96.8％）全国平均より上回っているものの1名不合格者があったことから、次年度既卒者含め全員合格できるよ
う指導を強化すべきである。就職については今年度は30名中１名の学生が地元の県立の病院、１名が大学進学（保健師）した。
残り28名が附属病院に就職した。最終的にJCHO病院就職者は30中名28名（93.3％）となったため、達成した。
教員の教育力を高めるために研究課題を各々の教員が持ち、取り組んでいる。今年度は学会で研究成果を3題を発表し、地域貢献と
して学会のシンポジウムの座長行い、兵庫県専任教員養成講習会の講師として2科目、1名が派遣された。成果は学校教育にも活かし
ている。

〇教育理念、育成する人材像、社会のニーズを踏まえた科目を
教員間で毎年見直し、学習内容を検討している。指定規則に
則った時間数、教育の到達レベルを評価規準としてあげ、科目
を編成している。
学生のレディネスやコロナ禍での出校停止等状況を鑑み、補講
を行い到達レベルに達するよう、学習を補完している。次年度に
向けては特に３年生の科目について見直しを図った。
〇教員の指導体制の整備として、教員が専門性を発揮し、教育
力が高められるよう、勤務を調整して研修への参加や大学院で
の履修ができるような環境つくりをしている。病院での臨床研修
も積極的に希望があれば受けられるようにしている。
〇臨地実習においては臨地実習前に実習概要の説明、指導者
と打ち合わせを行い、指導方法について討議している。実習の
中間、終了後には評価をし、今後の実習に活用できるよう討議
している。
〇コロナ禍の状況下、臨地の学生指導者が兼務になったことも
あるが、患者の担当看護師と担当教員が連携し、学生指導にあ
たった。今後も実習施設の状況から、学生の学習効果をあげる
ための指導方法をともに連携し考えていく。



〇自己評価について支持する

Ⅳ　組織・管理
　　　運営

2.75 2.75

〇自己評価について支持する
〇災害時の対応に備えマニュア
ルの作成、防災訓練の実施など
万全に備えられている。
〇財政に関する課題の中でも、学
生の教育環境を整え運営すること
ができている。

Ⅴ 入学
〇令和6年度は国家試験全員合
格の目標達成に向けて取り組ん
でほしい。
〇JCHO神戸中央病院への就職
率も高く、臨地実習での評価が入
職先の初期研修において活用で
きるデータとして提供されるなど、
卒後研修にもつながる情報の使
い方は卒業・就業に向けた学習
支援として高く評価できる。

〇国家試験の合格率に関しては、既卒者1名含み31名中30名
合格した。全国の国家試験の合格率は90.8％であり、本校は
96.7％であった。(既卒者含み96.8％）全国平均より上回ってい
るものの1名不合格者があったことから、次年度既卒者含め全員
合格できるように指導を強化すべきである。
〇卒業時の進路選択に対してオリエンテーションを随時行って
いる。また、進路調査を４か月毎に行い、相談に応じている。さら
に、JCHO近畿四国地区ブロック主催でJCHO病院の就職相談
会を１１月に開催している。
学生のやりたいこと、キャリアを含めた人生設計をチューター教
員や進路担当教員とともに考えている。
その結果、今年度は30名中１名の学生が地元の県立の病院、１
名が大学進学（保健師）した。
残り28名が附属の病院に就職が内定した。最終的にJCHO病院
就職者は30中名28名（93.3％）となった。
〇今年度ホームカミングデーを開催して卒業生の心理的な支援
を行った。

〇シラバスや実習要項の内容は授業評価から領域担当教員が
中心となり検討し、見直している。
〇授業案は開講前に教員全員で検討し、担当教員のみではな
く、他の教員と協力し、授業を展開した。
〇評価に関しては、全教科科目終了時に学生からの授業評価
を行い、教員もそれを受けて担当授業を評価している。
〇学生には評価方法、評価基準を学習要項に明記し提示して
いる。また、試験終了後振り返りを行い、必要時補講を行ってい
る。
〇演習や実習に関しての評価は教員一人ではなく、複数の教
員もしくは実習指導者と行い、公平性、妥当性に努めている。評
価の結果を分析し、難易度の高いと判断した評価項目に関して
は検討している。
〇実習の学生への評価の返却は面接を通して学生と対話をし
ながら行っている。

3.00

3.00

Ⅲ　教授・学習
　　　評価過程

3.0

Ⅵ　卒業・就業・
　　進学

2.67

〇災害等の非常時の危機管理体制として、マニュアルを学校と
して新たに作成し、附属病院と協力して防災訓練をしている。
〇財政基盤に関しては、職場長会議にて病院から自校の財政
状況や、財政の課題等会議で報告されるので、教職員全員は
周知している。次年度の予算については検討して、決済を取っ
て運営している。
本校は次年度閉校により、学生数が減少していることや、人件
費の上昇など財政に関する課題はあるが、光熱費や消耗品な
ど節約できるものを節約して、最後まで教育の質を落とすことな
く、今後、学校運営を行う。
〇施設設備に関しては、コロナ禍のオンライン授業等で学校内
のインターネットの環境を整えた。また、教材教具は、補助金関
係や兵庫県看護学校協議会のレンタル教材を利用し、計画的
に授業の目標到達のために整備した。
〇学生寮を設置し、入寮希望者には入寮してもらい、寮生が学
習しやすいよう、特別在寮を活用しながら、教育環境を整えた。
また、外部の実習施設が自宅から遠方の場合も一時入寮がで
きるような体制を整えた。
〇学生生活支援体制については、学習困難者に関しては、
チューターおよび成績管理の担当教員、科目担当教員等、何
重にもサポートするシステムがある。今後とも、サポート体制を強
化する。
〇社会的活動に関しては、清掃活動や募金活動、、児童館で
の手洗い指導等のボランティア活動の機会を設けている。外部
の実習施設等からのボランティア活動の案内を学生に情報提供
をして、数名の学生が参加している。
〇学生の健康管理体制に関しては、学校保健安全法に基づき
健康診断を年１回４月に実施している。
また、定期的に学生の健康のチェックを行い、健康管理の担当
教員が確認、何か気になることがあればあれば校医に相談し、
受診へとつないでいる。
心理面においては、カウンセラーが原則として、金曜日１５時～
看護師寮の一室で学生の相談にのっている。



Ⅶ　地域社会
　貢献/国際交
流

2.75 3.00

〇学校祭の開催や地域ボランティ
ア活動など、withコロナを意識した
活動に向けて取り組まれている。

Ⅷ　教職員の
　　　育成

3.0 3.00

〇自己評価について支持する
〇教員の研修参加や学会発表な
ど自己研鑽への取り組みがされて
いる。

Ⅸ　法令等の
　　遵守

3.0 3.00

〇自己評価について支持する

Ⅹ　その他

〇今年度は地域住民を対象として学校祭等を行った。
老健施設での清掃活動や、老健施設や院内保育園へのクリス
マス会（今年度はICT活用）等のボランティア活動を行っている。
今後はさらに地域との交流を持ち、積極的に協力関係を得るこ
とが必要である。
〇兵庫県専任教員養成講習会への教員の講師派遣等を行っ
ている。

〇年間の研修計画に関しては、兵庫県看護学校協議会および
看護協会、日本看護学教育学会等、年間の研修、学会の計画
に基づいて、適時職員は研修や学会に参加している。教員の
キャリアを考え、長期研修に参加できる体制を設けている。
〇研究課題を各々の教員が持ち、取り組んでいる。今年度は研
究成果を日本看護学校協議会の学会で3名が発表、学会のシ
ンポジウムの座長を行った。研究成果は学校教育に活かしてい
る。
〇兵庫県専任教員養成講習会の講師として2科目、1名が派遣
された。
〇外国人患者受け入れ医療コーディネーター養成研修を受
け、1名が日本国際看護師認定制度の認定者となった。
〇今後とも教員全員が興味・関心のある研究に取り組むことが
できる職場風土や時間の確保等していく必要がある。

〇JCHO本部からのハラスメントに関するガイドを基に「ハラスメ
ント防止リーフレット」を活用している。
学生から相談があった場合は、事実確認、課題討議、解決、学
生への対応を行う。

令和4年度自己評価・学校関係者評価

（０：当てはまらない　１：一部当てはまる　２：概ね当てはまる　３：十分当てはまる）
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